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乗鞍山スキー教室
乗鞍高原 2026/3/14–15 

それぞれのコースを満喫、春のテクニカルフェスタ
志賀高原 2026/3/7-8 

女性交流推進グループ主催 

鋸山ハイキング（千葉） 

2026年５月１０日（日） 
集合：ＪＲ内房線浜金谷駅 10時 10分 

のんびり低山を歩き、 

漁港でランチをいただきます 

詳しくは東京スキー協ＨＰでご確認 

ください 

東京スキー協 
第 59回定期総会を開催します 

2026年 6月 14日(日)  
会場：北区立 赤羽北ふれあい館 

第１ホール 

詳細は各クラブに招集状でご案内します 
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人工降雪機があればスキーは 

できる、そう思っていませんか!? 
 

東京スキー協常任理事 山スキー委員会委員長 

吉田 安信 

 

ミラノ・コルティナ冬季オリンピックをご覧

になりましたか？ アルペンスキー、ノルディ

ックスキー、スノーボードと日本の選手が雪上

で活躍しメダルを多数獲得しました。 

競技のコースには雪がありましたが、周辺は

枯草の茶色が目につきました。これは人工降雪

機で雪を作っていたからです。気候変動で標高

が高い場所以外は雪がなかったです。私たちが

行くスキー場でも人工降雪機が活躍して 12 月

のテクニカルフェスタが開催された志賀高原の

一の瀬ファミリー上部でも降雪機がフル稼働し

ていました。 

今年の東北の山は積雪が多いようで、月山、

八幡平、八甲田の道路の除雪が進み雪の回廊の

壁が高いとニュースでやっていました。これら

の地域は山スキーのエリアで、積雪が多いこと

は喜ばしいことです。しかし、東北の南や乗鞍

高原など信州の山は雪が少なく山スキーは難し

くなっています。志賀高原の標高が低いゲレン

デは土が出てコース閉鎖されているところが目

立ちました。 

ゲレンデの多くは降雪機を設置して滑走でき

るようにしていますが、山全体には降雪機を設

置することは不可能なので自然の雪が降らなけ

れば山スキーを行うことができません。降雪機

は稼働するのに大量の水と電力が必要で環境へ

の負荷が高く、自然に優しいとはいえません。

降雪機は気温が低くないと雪になりません(当

たり前のことですが)。1956 年のコルティナオ

リンピックから 70 年で同地域の 2 月の気温は

3.6℃上がったそうで、このまま温暖化が進み気

温の上昇が進めば降雪機でも雪をつくることが

できなくなります。将来的にスキーを続けてい

くには温暖化を防ぐ行動をしていかなければな

りません。個人ができることは小さくともそれ

が集まれば大きな力となるし、世の中の当たり

前にすることで環境を変えることができると思

いますので、自分の意識を高め、できることを

やりましょう。 

一方で原子力発電で CO2 削減を、との声があ

りますが、福島原発事故の解決が何一つ進んで

いないうえに、根本的に核廃棄物の処理方法が

解決していない環境で原発の再稼働を許すこと

はできません。 

 

 

中級指導員誕生、デモンストレーター選考会の報告 

2025-2026 シーズンは東京スキー協から、中級指導員に横川一星さん（シーハイルＳＣ）がチャ

レンジされ合格し、中級指導員として認定されました。おめでとうございます！  

５月 16日（土）に、スキー協事務所にて「公認資格合格者を祝う会」が予定されています。 

また、全国スキー協デモンストレーター選考会・スキーテクニカルコンペに東京から３名が挑戦

しましたが、デモンストレーターの認定には届きませんでした。東京スキー協所属の指導員の皆さ

ん、来シーズンもぜひ全国スキー協デモンストレーター選考会・テクニカルコンペに誘い合って参

加しましょう。（スキーリーダーより引用）  

結果：https://www.mmjp.or.jp/wsaj/information/20260322_demo_stc_Result.pdf 

  

御岳山・七代の滝 

https://www.mmjp.or.jp/wsaj/information/20260322_demo_stc_Result.pdf
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第 52 回全国スキー・スノーボード競技大会 

湯の丸スキー場 2026/2/21-22 

2026年２月 20日、21日、湯の丸スキー場にて第 52回全国スキー・スノーボード競技大会が開かれ

ました。大回転に 123名、回転に 85名のエントリーがあり、スキー協の会員と一般の参加者がともに

競い合いました。東京からは 21名がエントリーし、都道府県別では東京が大差で優勝を飾りました。 

 

～ 参加者より感想をいただきました ～ 

プレアデス 濱津 順平さん（写真左） 

例年スラローム競技のみ参加していましたが、今年

は息子と２人で、初日の大回転のみ参加しました。

会場の湯の丸高原は例年この時期でも気温が低く、

毎年震えながらもワンピになって滑っている印象が

あるのですが、今年は全国的に暖かい日にあたり、

天候も良くワンピでも快適なコンディションでのレ

ースとなりました。 

昨年、この大会のスラローム競技に参加した際、

転倒して左膝に大怪我をしてからの復帰戦というこ

ともあり、今年は完走を目標に控えめに滑ろうかな

どと考えてもいましたが、スタートに立つとそんな

器用なことができるはずもなく、必死でゴール目指

して滑ってしまいました。２本とも無事完走し、終

わってみれば同タイムで一位（リハビリの筋トレが

効いたのか？）を分け合うという珍記録までついて

きました。息子も小学生の部でメダルをもらえたこ

とが嬉しかったようで、とても喜んでいました。 

翌日の結果も合わせた都道府県対抗でも、東京が

１位だったようですし、個人的には昨年怪我をした

大会だったので、今年いい結果を残せたことでいい

イメージに塗り替えられたのが良かったかなと思い

ます。来年も親子で参加したいと思います。 

 

チーム･スポーツ板橋 

米山 知美さん 

短いコースではあるものの、

肝となる落ち込みのワンターン

で大きくタイム差がつく設定で

した。2本のベストタイム方式

というルールの中で、２本目は

序盤の緩斜面をうまく攻略でき

たつもりでしたが、思ったほどタイムは伸びませんでした。全国大会だけあっ

て、上位選手のライン取りや斜度変化への対応は本当に巧みで、見ていて圧倒されるほどでした。 

自分の未熟さも含めて多くを学べた一日で、また来年ぜひ挑戦したいと思えるコースでした。 

 

本大会のリザルトはこちらから閲覧できます↓ 

https://www.mmjp.or.jp/wsaj/information/20260220-22_zenkoku_52th_Result.pdf  
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３コース、４グループに分かれて志賀高原を満喫 

春のテクニカルフェスタ 

志賀高原一の瀬ファミリースキー場 2026/3/7-8 

第 7回春のテクニカルフェスタは、志賀高原においてゲレンデ巡り２グループ 12 人、小回りコース 

５人、ポール練習コース７人、講師４人の 28人で開催されました。雪質バッチリ、1 日目は朝のうち

吹雪模様も昼前には青空が広がり、２日目もまずまずのゲレンデを満喫しました。  

アンケートには、「天候も雪質も良好で満足の２日間」 「テクニカルフェスタで知り合った人とお

会いするのが楽しみ！」 「今回の指導を来シーズンに活かしたい」 「ショートターンのコツを掴め

た」などの声が寄せられました。（スキーリーダーより抜粋） 

 

16回指導員ミーティングのご案内 指導力をもう一段上へ 

とき：2026年５月 30日（土）13:30-17:00 

ところ：目黒区緑が丘文化会館 ２０５号室（開場 13:15） 

※シーハイルスキークラブで会場を予約しています 

今回のポイントは、 
• 受講者の理解を一気に深める“伝え方のコツ” 

• 指導員同士の交流から得られる新しい視点 

「もっと分かりやすく伝えたい」、「指導の幅を広げたい」、「他の指導員の工夫も知りたい」 

そんな思いを持つ方にこそ、ぜひ参加していただきたいミーティングです 

詳細・申し込み https://www.tokyoskikyo.org/?p=1522

いろいろな斜面にチャレンジ＆レベルアップコース 

（ガンガン滑るグループ） いろいろな斜面にチャレンジ＆レベルアップコース 

（ゆっくり楽しむグループ） 

小回りレベルアップコース ポールトレーニングコース 

教育技術局

主催 
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「会員のスキー技術向上のサポート力を高めること」を目指して 
～東京スキー協技術部 2025年度シーズンファイナルキャンプ報告～ 

3/28（土）、29（日）の両日、志賀高原において技術部員 6名の参加で東京スキー協技術部 2025年

度シーズンファイナルキャンプを開催しました。キャンプは雪上編と夜のミーティング編の二部構成で

行いました。 

雪上編は 

１） 技術部員がスキー技術の理解を深めること 

２） それによって東京スキー協技術部の目的である「東京スキー協会員のスキー技術向上のサポ

ートをすること」の力量を高めること 

という２つを大きな目的としました。 

スキーは「ターン」と「切り替え」の２つの局

面で構成されていますが、そのなかで使われる基

本動作がどの局面のどこで大切なのかを確認しな

がら、その一つひとつのクオリティを上げられる

か/滑りに活かされているかがまずは技術部員に求

められること、それに留まらず技術部員一人一人

が会員のレベルに合わせてそれらをしっかりと伝

えられる力量を上げることが次に求められること

です。これらを快晴・高温のなかで土曜日は 9時

から 15時半まで、日曜日は 9時から 13時まで、

一の瀬ファミリー、高天が原、寺子屋の各ゲレン

デを使い、雪の状態を選びながら、多くのバリエーションも取り入れて進めました。 

夜のミーティング編では、①東京スキー協技術部の目的と技術部員の役割を再確認し、②12月テク

ニカルフェスタ、春のテクニカルフェスタのまとめを参加者アンケートも振り返りながら行い、来シー

ズンに向けての方向性の意思統一を行いました。 

昼間も夜もたいへんに充実した内容で、来シーズンに向けての技術部員の成長の第一歩が踏み出せた

と思います。ご期待ください。 

文責：東京スキー協技術部部長 福島 明 

 

志賀 SL 練習会（今日スキー委員会） 

一の瀬ダイヤモンドスキー場 2026/2/14-15 

 今年は、SL(回転:スラローム)の練習会を、初めて志賀高原(ダイヤモンドゲレンデ)で行いました。

宿泊は、一の瀬の「ホテルむつみ」でした。 

 2日間、晴天のもと、ショートポールなども使

いながら楽しく練習。ビデオも撮り、自分の滑り

のチェックができました。ポール経験のない方に

も入りやすい練習でした。参加者が 5名と少なく

なったことは残念でしたが、今後は会場や宣伝や

声かけなども工夫していきたいと考えています。 

競技愛好者だけでなく、ショートポールやネト

ロンでちょっとやってみようと気軽に参加してい

ただき、ポールに触れるきっかけとなれば、よ

り、スキーの楽しみがひろがっていきます。  

（スラロームＳ.Ｃ. 末広 明美） 
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2026第２回山スキー教室 

戸隠・高デッキ山スキー教室 

2026/2/14-15  吉田 安信 

 

アクシデントで山に入れず 

戸隠スキー場で滑降、戸隠神社も参拝 

 

今回の山スキーリーダーが行事の前々日に転倒し骨折

し、スキーができる状況ではないため、参加者には戸隠ス

キー場で滑走していただきました。戸隠スキー場は緩斜面と急斜面があって雪質も良いスキー場で、非

圧雪の斜面もあって条件が良ければ深雪滑降を楽しめ、気軽に練習ができるスキー場です。また、古く

からの山スキーコース「飯綱山スキー」の入り口であります。 

今回はゲレンデから高デッキに向けて緩やかな広い斜面をシール登高。あまり高くない高デッキの頂

に登り、山頂でゆっくりしながらシールを外し滑降を行うコースを計画しました。滑降を十分楽しむと

は云えませんがシールでの登高・歩行の訓練に最適と考えられ山スキー初心者には良いと思います。ま

た、スキー場の最上部の瑪瑙山からゲレンデ外に出るとそこはだれも滑っていないエリアで、林の中を

ルートを探して深雪の滑降も楽しめます。 

さらには、山スキーでなく戸隠自然園のネイチャースキー、スノーシューでの散策、パワースポット

の戸隠神社参拝などが楽しめ、有名な戸隠そばも堪能できます。 

 

参加者の感想です。 

Ｋさん：初めての来た戸隠は想像以上に広大でした。快晴で山なみが素晴らしかったです。アクシデ

ントで、山スキーは出来ませんでしたが、Ｈさんの綿密なガイドでゲレンデ巡りができ、満喫し

ました。いろいろなお話も聞け、見聞も広がりました。２日目は、戸隠神社の中社・奥社の見学

もできました。 

Ｍさん：高デッキに行けず残念でしたが、天気に恵まれ瑪瑙山頂から真っ白な北アルプスの迫力ある

山稜が見られ、感激しました。 ２月にしては気温が高く、雪のコンデションも良く楽しみながら

ゲレンデ巡りが出来ました。翌日も神社めぐりができ、戸隠の良さを存分に味わうことができま

した。 

Ｈさん：アクシデントにより山スキーがゲレン

デスキーに変更となりましたが、Ｋさんと

Ｍさんでガッツリ楽しく滑ることができま

した。 

 

快晴で、目の前に雪を被った戸隠山と高妻山

の絶景が素晴らしくて、３人でしばし見とれて

いました。来年はぜひ山スキーで登ってほしい

と思います。 
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東京スキー協 乗鞍山スキー教室 報告 
  山川 章（こなゆき・山スキーリーダー） 

日 程：2026.03.14-15  場 所：乗鞍高原スキー場から位ヶ原～摩利支天稜線（2,787M） 

参加者（敬称略）こなゆき：山川(CL)、鈴木一司(SL)、菱沼、小林、矢作、朝倉、倉林、 

シュプール：室岡、EGS：鈴木静子(ゲレンデ)、一般：濱、鈴木一業 

稀なる小雪（美鈴荘前には雪がない！）と好天（ピーカンで風も

ない！）の乗鞍山スキー教室は、東京スキー協山スキー委員会主催

で例年この時期に開催される。昨年はほぼ初めての方２名が参加さ

れ、その後こなゆきに入会されたので今年も期待したが初参加の方

はおられなかった。しかし 10余名で２日間とも和気あいあいと、ま

た学びもあった有意義な行事となった。 

3/14(土)：早朝はマイナス９度だったが 8:15出発時には１度まで上

がり無風の中のスタートとなった。ここ最近１か月以上降雪がない

が気温はそこそこ低いのでガリガリバーンを予想しクトーの装着も考えていたが、大勢の登山者や山ス

キーヤーに引っ張られるように最初の壁に突入、上部の急斜面のキックターンで難儀し大汗をかく。壁

を終え切通に出てしばらく行くと右に見えるはずの槍穂高がよく見えない。積雪不足のせいであろう。

切通を抜けた林の中でランチを取り、位ヶ原まで上がると 360度の大展望。 

ここから鈴木一司さんが先頭の第１グループと２年ぶり山スキー復帰された倉林さん、室岡さん、山

川が第２グループと別れて登行。第２グループは 2,630M地点まで

登り余力を残してドロップ。第１グループはそれから１時間ほど

2,787Mまで登り（乗鞍山スキー教室の記録である）、大斜面を気

持ちよく滑走！ 途中で日帰り山行の岐阜アスペンの鍛冶さん、坂

井田さんグループに遭遇。スキー協のオレンジ三角ペナントの威力

は絶大だ。 

位ヶ原からの下りはツボ足登山者がガタガタに掘り起こし固くな

った緩斜面を腿パンパンで下る。リフト下でゲレンデをエンジョイ

された鈴木静子さんと出会い、15:45宿の送迎バスで宿に戻ると極

上の温泉が待っている。夜の作戦会議（懇親会）は薪ストーブの暖炉の前で、今日懲りた下りはしんど

そうだがせっかく明日ジョインされる鈴木一業さんと一緒に時間が許すところまで行こう、となった。 

3/15(日)：8時に鈴木一業さんがと合流し、昨日と同じルートをゲレンデスキーを選ばれた室岡さんと

鈴木静子さん以外で登る。昨日苦労した初めの壁上部は右の林にルートを取ると、なんとそこはつるつ

る急斜面でシールが効かない。昨日と同じくらい難儀する。結果論だがクトーを付けていればもっと楽

にクリアできたに違いない。クトーの練習にもなったのに、と反省。いずれにせよ、この教室は初心者

向けと名打っているが、来年は考慮の余地ありか。位ヶ原に上がると昨日よりは雲がでているがそれで

も良い天気で無風。ここで登行終了、下りは雪が柔らかく昨日より滑りやすくなっていた。 

山スキー教室なので、宿で、読図（2万 5千分の地図上と

Geographicaや山レコでルートを辿る）、雪崩地形（切通抜

けた所は雪崩発生地区）、気象（南岸低気圧に向かって北西

風だが気圧差はさほど出ないので好天気が期待される）、シ

ールワックスの大切さ、等カバーしたが、昨年実施した雪崩

ビーコン捜索訓練はせず、弱層テストも小雪（70センチ）の

ため実施せず、天気が良すぎて、は言い訳であろう。多様な

メンバーが集い楽しいイベントとなりました。ありがとうご

ざいました！！  
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子どもたちがスキーを楽しみつづけられる地球を 

第３９回 ３クラブ合同 春休みスキー教室 
2026/3/26-29 志賀高原 

三多摩の３クラブ合同行事「春休みスキー教室」が、

３月 26日の夜発、29日帰着で行われました。募集定員

45名をオーバーする 47名の参加となり、宿、交通、指

導員の手配に嬉しい悲鳴があがりました。会場の志賀高

原は、３日間とも快晴、無風で、雪は春らしいザクザク

雪でしたが、快適な３日間となりました。 

今シーズンは、例年スノーボードで参加してくれてい

た３人組の中からスキー協のスノボ指導員が誕生し、

「スノボクラス」を設定することができました。20歳

という若さが輝いていて、今後の行事運営も含めて大い

に期待しています（東京の競技大会も出たいとのこと）。小学生から大学生の３人がスノボクラスに入

り、見事なターンができるようになっていました。 

今回は、小学生から大学生が 14名、20代から 50歳代が９名、初心者や、数

十年ぶりという人が数人など、参加者の増加にともなって指導員が適切に配置で

きるか心配でしたが、ゲレンデ巡りクラスも含めて無事に配置することができま

した。クラブ外からご協力いただいた吉田安信さん、ありがとうございました。

今一番の悩みは、指導員の確保となっています。 

恒例の大交流会は全員に、最終日の「ぴったしカンカン」、「宝探し」は子ど

も達に楽しんでもらい、大きなケガもなく行事を成功させることができました。 

（モルゲンローテ 井上 宣） 

 

５・６月のカレンダー 

 

 

編集後記 エビノシッポ 

４月に入って上着のいらない日が何日かありま

した。そのあと、冬並みの防寒具がいるほどの寒

さが戻ってきて、とくに朝晩は以外にも寒い日が

続いています。ふと、かつての４月はこのくらい

寒くて当たり前だったのかもしれない、と思われ

ました。近年の温暖化は（ついでに件の戦争も）、

なにかの間違いであってほしいと思わずにはい

られません。（ＨＫ） 

５月 行 事 名 ６月 行 事 名 

 2-4(土-月) 乗鞍大滑降（全国） 3(水) 常任理事会⑮ 

10(日) 女性推進グループ 鋸山ハイキング 7(日) 全国代表者会議 

11(月) 広報局会議 13(土) 東京反核平和マラソン(新日本スポーツ連盟) 

13(水) 常任理事会⑬ 14(日) 第 59回定期総会 

16(土) 公認資格合格者を祝う会   

27(水) 常任理事会⑭   

30(土) 指導員ミーティング   

４月４、５日、志賀 GS 練習会では、三増コーチ

のもと、みなそれぞれの課題をクリアし、充実し

たトレーニングになりました。（競技スキー委員会） 


